
ブレーキ・ホース・カップリング部パッキン類の劣

化、損傷によるエア漏れ。 
 
 
 
 
 
 
エアブレーキ･ホース・カップリングのパッキンは 1 年

毎の定期交換部品です。 

リレー・エマージェンシ・バルブの汚れ、部品の劣

化。 
 
 
 
 
 
 
リレー・エマージェンシ・バルブは 12 ヶ月毎の法定点

検部品です。また、弊社では 3 ヶ月毎の点検を推奨し

ています。 
ゴム部品（パッキン）は 1 年毎の定期交換部品です。 

ブレーキ・ホースの劣化、損傷によるエア漏れ。 
 
 
 
 
 
 
 
ブレーキ・ホースは２年毎（スライド車軸は 1 年毎）の

定期交換部品です。 

ブレーキ・チャンバ・ダイヤフラムの劣化、破損によ

るエア漏れ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
①：サービスブレーキ側のエア漏れ 
   ダイヤフラムは 2 年毎の定期交換部品です。 
②③：スプリング・ブレーキ側のエア漏れ 
   ブレーキチャンバは３年毎の定期交換部品です。 エア漏れによる空気圧低下がブレーキの

引き摺りを誘発しブレーキが過熱します。 

リレーエマージェシ・バルブの作動不良に

よりブレーキの引き摺りを誘発しブレーキ

が過熱します。 
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株式会社 浜名ワークス 

トレーラのブレーキ機器定期交換部品について 

 

 平素は弊社製品をご愛顧賜わり誠にありがとうございます。 

さて、この度弊社ではトレーラのブレーキ機器に係る定期交換部品についてご案内を申し上げます。 

ブレーキ部品には定期的な部品交換を怠ると重大な事故や災害に直結するものがあります。 

トレーラをいつまでも安全且つ快適にお使いいただくため浜名ワークスでは下記の定期交換部品を必ず交

換していただくよう強くお願いしています。 

 

【ブレーキ機器定期交換部品の劣化、損傷、磨耗により発生する不具合】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ３ ２ 

最悪の場合、火災に至る恐れ

があります。 

バルブ外観 
ピストンの汚れ 上蓋内汚れ 

パッキン 



ダイヤフラム 
2 年毎の定期交換品 

非分解部からのエア漏れ 

ピストン 

ピストンシール 

非分解範囲 

分解可能範囲 

 注意 

ピストンシールの劣化によりスプリ

ングブレーキ室内の圧縮空気が

外部に漏れ出るとスプリングブレ

ーキを押し戻す力が低下し、ブレ

ーキ操作を行っていなくてもスプリ

ングブレーキが作動し、そのまま

走行するとブレーキが過熱し最悪

火災に至る場合があります。 

スプリングブレーキ 
押し戻し圧縮空気 

ロッドシールの劣化によりスプリング

ブレーキ室の圧縮空気がサービスブ

レーキ側に内部漏れを起こすとブレ

ーキ操作を行っていなくてもサービス

ブレーキが作動したり、ブレーキバ

ルブからのエア漏れが発生し、その

まま走行するとブレーキが過熱し最

悪火災に至る場合があります。 

ロッドシール 

ピストン 

 

【スプリングブレーキチャンバの内部エア漏れについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
分解整備を行う際は連結エアホースを切り離し、エアタンクのエアを排出してから行って下さい。 

エアが残った状態で分解を行うと高圧エアが噴出し危険です。 

 

 

以上 

 

 本件に関するお問い合わせは、下記にお願いします。 

            (株)浜名ワークス サービス部 053-583-1515 

 

ピストンシール 


